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* 国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）は２９日、ロシア・サンクトペテ
ルブルクでの理事会で、２０２０年夏季五輪での採用候補を８
競技の中からレスリング、野球・ソフトボール、スカッシュの三つ
に絞り、投票結果を公表した。ＩＯＣは９月にブエノスアイレスで
開く総会で、約１００人の委員の投票で１競技を採用する。	
  
*  ８種目（野球とソフトボール、水上スキーのウエークボード、空
手、スカッシュ、スポーツクライミング、ローラースポーツ、武術、
レスリング）	
  
　→３種目（野球とレスリング、レスリング、スカッシュ）�

●概要�



	
  
	
  
* アメリカ　USA Today　2013/05/30 
*  イギリス  　The daily  Telegraph 2013/05/29~30 
*  イタリア      La Stampa  2013/05/30 
* 日本              朝日・読売・毎日・日経　2013/05/30 
* 中国　人民日報　2013/05/30~31 
　 

●比較対象�



●前提知識（レスリングメダル獲得数）	
  
	
  
●ロンドン五輪２０１２　　　　　　　　●北京五輪２００８�

国名� 合計	
  

２位� 日本� ６個�

５位� アメリカ� ４個�

１４位� 中国� １個�

順位なし� イタリア� ０個�

順位なし� イギリス� ０個�

国名� 合計�

２位　� 日本� ６個�

４位� 中国� ３個�

６位� アメリカ� ３個�

１０位� イタリア� １個�

順位なし� イギリス� ０個�



* 北京五輪２００８	
  
金：韓国　　銀：キューバ　　銅：アメリカ	
  
	
  
* アテネ五輪２００４	
  
金：キューバ　　銀：オーストラリア　　銅：日本�

●前提知識（野球メダル状況）�



	
  
①アメリカ	
  
USA Today	
  
�



*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5/30 Sports面 

                                                  “ IOC grapples  
                                                     with wrestling” 
                                                   IOCはレスリングの問題 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に取り組んでいる。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　grapple =  取っ組み合う�

●ビジュアル＆見出し�



　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
*  　　　�



* 概要　	
  
・３つの競技に絞られた	
  
・最終決定は９月にブエノスアイレスにて　　	
  
* 野球＆ソフトボール	
  
・野球が選ばれたことは驚き	
  
・プレゼンテーションを行ったＷＢＳＣの前会長のインタビュー 
「ルール変更の議論が功を奏した」 
・しかし、メジャーリーガーも参加するという約束はなかった。 
　メジャーリーガーが参加できるようなスケジュール調整が必要。 
　ｂｙ匿名希望 
・クリティカルな意見がまだまだ残っている 
�

●内容(1/2) �



*  レスリング 
・今回の投票で一番に選ばれたのがレスリング 
・国際レスリング連盟（FILA）は最終投票で全会一致での決定を
目指す 
・レスリングはオリンピックには必要なスポーツ 
・絶対にレスリングが選ばれるだろう。 
・女子を含めて階級を増やす、理解されやすいルールにするな
どこれからいろいろ改正していく。 
・次のプレゼンではコンサル会社のTSE Consultingが手掛ける。�

●内容（2/2）�



	
  
①イギリス	
  

The Daily Telegraph �



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●見出し＆ビジュアル�

29日sports面	
  
“Unlikely	
  alliance	
  joins	
  the	
  Olympic	
  fight”	
  
「思いがけない団体がオリンピックの競技争いに参加する」	
  



●見出し＆ビジュアル�

*  30日Sport面	
  
“wrestling	
  close	
  to	
  
reprieve.	
  ”	
  
	
  
「レスリングが救済に一歩
近づいた。」�



29日sports面	
  
* 政治的な超大国（アメリカ、ロシア、イラン）のサポートが
あるレスリングは、2020年のオリンピック競技種目として
選ばれることを望んでいる。	
  

*  IOCは９月８日にブエノスアイレスにおいて行われる2020
年のオリンピック競技種目の最終選考をする前に、３つ
か４つに絞り込む方針である。	
  

*  レスリングがメディアの議題を独占しているので、候補と
なっている他の7つの競技が影を潜めてしまっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●内容�



　30日sports面	
  
*  レスリングは2020年のロンドンオリンピックの競技種目の最終選考の
中の３つに選ばれ、復活に向けて一歩前進した	
  

*  スカッシュは新たに台頭してきた種目であり、野球は1992年、ソフト
ボールは1996年からオリンピック種目に選ばれたものの、2008年か
ら消えている。一方でレスリングは1900年のパリ大会を除いて近代
オリンピックにおいて、常に選ばれ続けてきた	
  

*  ロシアのプーチン大統領はレスリングの除外を受けて「不当である」
と国連本部での公式会見で述べた　	
  

*  スカッシュは３度もオリンピック競技の候補に選ばれ、大規模な世界
展開をしているため選考は妥当。しかし野球・ソフトボールが選ばれ
たことは驚きであった　　　　　　　�

●内容�



	
  
④イタリア	
  
La	
  Stampa	
  
�



*  5/30スポーツ面に「3つの種目が残った」という事実だけがごく
簡単に記されていた	
  

　Il	
  Comitato	
  olimpico	
  internazionale	
  ha	
  presentato	
  la	
  short	
  list	
  
degli	
  sport	
  candidati	
  a	
  entrare	
  nel	
  programma	
  2020:	
  squash,	
  
baseball	
  e	
  softball,	
  lotta	
  greco	
  romana	
  appena	
  esclusa	
  dopo	
  
Londra	
  2012	
  e	
  già	
  in	
  lizza	
  per	
  rientrare.	
  Si	
  vota	
  a	
  inizio　
settembre.	
  
　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●内容�



	
  
③日本	
  

朝日新聞・日本経済新聞	
  
読売新聞・毎日新聞�



*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●見出し＆ビジュアル�

◆5月30日　朝日新聞　一面ほか	
  
「レスリング、候補に残る　	
  
野球・ソフトボールも　２０年五輪  」	
  

◆5月30日　日本経済新聞　一面　
ほか	
  
「レスリング最終候補に、２０年五輪、
野球・ソフトも、ＩＯＣ理事会。」	
  



●見出し＆ビジュアル�

◆5月30日　読売新聞　一面ほか	
  
「レスリング　五輪追加候補　３競
技絞り込み　野球・ソフトも」	
  

◆5月30日　毎日新聞　一面ほか	
  
「２０年夏季五輪：レスリング、最終
候補　野球・ソフトも」	
  



●内容�

・読売新聞	
  
吉田沙保里選手「レスリングの新たなスタートというか、第一
歩に進める。残った野球・ソフトボールとスカッシュも強敵なの
で、これから３か月をどうするか考えたい」	
  
	
  
・日本経済新聞	
  
日本レスリング協会の福田富昭会長は「通過点です。次が決
勝です」と話した。�

主要４紙とも、一面で８競技の中からレスリング・野球ソフトボー
ル・スカッシュが選ばれたという事実報道。また、一面だけでな
く、スポーツ面等でも特集が組まれていたりした。	
  
３候補競技のうち、レスリングについて言及されているものが多
く、野球ソフトボールが�



	
  
⑤中国	
  
人民日報	
  
�



*  　2020年奥运会临时大项备选项目确定　摔跤入选　武术
出局（30日）	
  
　2020年オリンピックの暫定特別種目が決定　レスリングは選ば
れた　武術（太極拳）は選ばれなかった�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
* 重返奥运，摔跤只差一步（体坛聚焦）（31日）�
　レスリング、一歩だけオリンピックに戻る�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●見出し＆ビジュアル�



* 新華社通信5月29日の記事を使用�
* 国際オリンピック委員会で投票が行われ、野球ソフトボール、
スカッシュ、レスリングが選ばれた。武術など5種目は選考から
漏れた。�

　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●内容（30日）�



* 今年2月、国際オリンピック委員会は最古の種目であるレスリン
グを2020年のオリンピックの種目から除外することにした。�
*  5月29日にはその危機を暫定的に脱した。�
*  8種目のうち3種目に絞られた。レスリングの名前がコールされ
たとき、爆発的な歓声が上がった。　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
*  「これはレスリングの位置を保障するものではないが、我々の
改革と問題解決の方向を認識することができた」と国際レスリ
ング連盟。	
  
* 五輪に残るために行ったルール改訂についての説明。	
  
* 残った他２種目の短所について説明。	
  
*  9月の会議に種目、開催都市、新委員長が決定される。日本と
トルコはレスリング大国であり、中でもイスタンブールオリンピッ
ク招致委員会はレスリングを支持している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

●内容（31日）�



	
  
　	
  
考察	
  
�



　　　　　　　　　　　	
  
* イギリス・中国・日本と同じくレスリングを推している 
→オリンピックで、毎大会国別でのメダル獲得数が上位 
→国内の競技人口は１００万人を超えていると言われる 
 
* レスリングと野球・ソフトの文章の量およそ５：５�
→アメリカの４大スポーツ（野球、バスケ、アメフト、アイスホッ
ケー） 
→それに付随して、ＭＬＢが及ぼす影響が強い 

�

●アメリカ�



●イギリス　�

* イギリスはレスリングの発祥の地の一つであるので、
野球・スカッシュのオリンピックにおける歴史的な説明
はあるものの、あくまでメディアはレスリング推しである。	
  
* しかし2013年２月、イギリスのMSNスポーツが「オリン
ピックに不要な競技は何か」というアンケート調査を国
民約２万人に対して行ったところ、レスリングが２位に
なった。	
  
* つまりメディアが国民をレスリング人気へと誘導してい
るのではないか	
  



*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
* 野球・ソフトボールに関しては2010年にプロリーグが移行され、
日本人選手が在籍していた時期もあった。また、今年のWBC
で第1ラウンドを突破するなど徐々に盛り上がりつつはあるが、
まだ「マイナースポーツ」の枠から出られてはいない。	
  
*  レスリングはメダルも獲得しているが、そのほとんどがかなり昔
であった。また比較的メダル獲得数が多かった階級が廃止さ
れたこともあり、人気が高いとは言い難い。	
  
　　※2008年北京大会　男子グレコローマン84kg級金メダル	
  
　　　        　　　　　　　　　　　アンドレア・ミングッツィ	
  
　　　　　	
  
　　⇒「Lotta	
  greco-­‐romana」	
  
	
  

	
  

�

●イタリア�



*  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
*  　２０１２年のロンドン五輪では女子レスリングが金メダル４つを
獲得するなど、日本の五輪競技におけるレスリングの存在感は
大きいため、日本の新聞社各社で取り扱いの多さは、日本に
おけるレスリングへの注目の高さを表している。また、２０１３年２
月にレスリングが一度２０２０年実施競技の候補外にもなりかけ
たこともあり、今回の３候補で大きく注目された。	
  
*  スカッシュについては、日本であまり馴染みが無い分、ほとん
ど言及されていなかった。	
  

＜参考＞３競技の日本における競技人口	
  
レスリング：約９０００人　（推定）	
  
野球：８００万人　（推定）	
  
スカッシュ：１０万人（ＪＯＣより　２０００年）	
  
�

●日本�



* 武術太極拳は中国発祥なので、３０日の見出しにも採用	
  
	
  
*  ３１日の記事はほぼレスリングの記事	
  
* 野球とスカッシュについては長所と短所があるとしながらも、短
所のみを紹介	
  
* 中国では野球のプロリーグが２００２年に誕生するも、２０１２年は
リーグ戦すら行われていない	
  
*  スカッシュは全く普及していない	
  
*  レスリングは北京で３個、ロンドンで１個メダルをとっている	
  

　→メダルを取れる可能性の高い競技を支持しているのでは　　　　　　　　　　　　　�

●中国�



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  
* 記事の大きさ	
  
イギリス＞アメリカ＞中国＞日本＞＞＞イタリア	
  
→それぞれの競技に対する関心のほか、	
  
　    スポーツ全体（＝オリンピック）に対する興味・関心の違い？	
  
	
  

	
  

�

●全体のまとめ�


